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MIBIの集積程度は治療効果をよく反映していた．

13．”mTc－HM・PAOおよび”mTC・MIBIの腫瘍集積性

　　に関する基礎的，臨床的検討
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　　　　　　（川崎医大・核）

宗盛　　修　　今井　茂樹

　　　　　　　　（同・放診）

今城　吉成　　　　（同・放治）

　各種血流イメージ剤は腫瘍シンチグラフィとして

のn∫能性を有している．脳血流シンチグラフィ製剤

である99mTc－HM－PAOと心筋血流シンチグラフィ製

剤である99mTc－MIBIの腫瘍シンチグラフィ製剤とし

ての有用性を家兎VX－2癌を用いて比較検討した．

VX－2癌を大腿部に移植後，10から20日目の種々の

腫瘍サイズの担癌家兎6羽について，初期像（5分後）

と後期像（50分後）における軟部組織に対する腫瘍集

積比を算出した．99mTc－HM．PAOは99mTc－MIBIに比

して初期集積率は高く，またwashoutも遅れることが

示され，腫瘍集積性に対する両薬剤の違いが示唆さ

れた．99mTc－HM－PAO，99mTc－MIBIとも肺癌を含めた

腫瘍シンチグラフィとして有用であり，臨床的応用

が望まれる．
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存在診断が容易になると思われた．99mTc．．MIBIの撮

像開始は67Gaと比べ早く，早期に診断が可能であ

り，また正常乳腺への生理的集積がなく，乳腺腫瘤

と正常乳腺との重なりがないため診断は67Gaと比べ

分かりやすかった．

15．乳癌患者における99mTc・MDPを用いた乳房

　　SPECT

　　寺島　正子　　秦　　康博　　吉村　尚子

　　赤木　直樹　　小川　恭弘　　吉田　祥二

　　　　　　　　　　　　　　　　（高知医大・放）

　乳癌への99mTc－MDP集積はしばしばplanar像でも

見られるが，われわれは8例の乳癌患者を対象とし

て，SPECTを使用して評価を試みた．

　Planar像では乳房への集積がない症例でもSPBCT

を用いることで，病変部への集積が明瞭になった．

また，腫瘍の大きいものほど病変部への集積が増え

る傾向を示し，石灰化があるものでより強く集積し

た．治療後2年たっても乳房に集積するfalse　positive

の症例も見られた．99mTc－MDP投与後40分以内の像

では乳癌の95％に集積すると言われているが，放射

線・化学療法後の患者での30分での早期像では集積

が著明であったが，3時間後の像では集積は消失して

おり，治療によって，腫瘍内のミネラルの代謝に変

化がおこったためと考えられ，早期像が腫瘍内代謝

を反映する可能性が示唆された．

14．乳房のmalignant　lymphoma一特に核医学的診

　　断法について
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16．悪性胸腺腫瘍における腫瘍シンチグラフィの意
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　乳房の悪性リンパ腫3例に67Gaおよび99mTc－MIBI

シンチグラフィを施行し，その診断的意義について

検討した．67Gaシンチグラフィはいずれも集積が認

められ，また再発巣にも集積を認め，術後の経過観

察に有用と思われた．99mTc．MIBIシンチグラフィも

集積を認め，乳房の悪性リンパ腫に集積する可能性

が示唆された．さらにSPECTを施行することにより

　悪性胸腺腫瘍5例（浸潤性胸腺腫3例，胸腺癌2例）

に対し201Tlおよび67Ga腫瘍シンチグラフィを施行

し，その集積パターンと手術または生検でえられた

組織所見の対比を行った．浸潤性胸腺腫では全例

2°1Tlの強い集積が認められたが，胸腺癌では2°1T1の

集積は軽度であった．67Gaの集積は胸腺癌で強く，

肝転移巣への集積も認められたが，浸潤性胸腺腫で
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はその集積は軽度であった．浸潤性胸腺腫と胸腺癌

では腫瘍シンチグラフィ上集積パターンは異なって

おり，その集積パターンは組織型を反映している可

能性がある．

17．”mTc・MIBI　SPECTの頭頸部腫瘍に対する使用

　　経験
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　　　　　　　（岡山大・放）

　Technetium－99m－MIBI（99mTc－MIBI）は新しい心筋血

流イメージング製剤であるが，一方様々な腫瘍への

集積性が指摘されている．本剤は低被曝線量・高画

質であり，SPECTにおいても鮮明な画像を得られる

利点を有しており，良好な腫瘍イメージングが期待

できる．頭頸部腫瘍4例に対して99mTc－MIBIシンチ

グラフィを施行し，腫瘍シンチグラフィとしての有

用性について検討した．対象は男性2例，女性2例

で年齢は47歳から76歳までである．それぞれの腫

瘍は上顎癌，蝶形骨洞癌，上咽頭癌，側頭下窩腫瘍

の各一例ずつである．撮像条件はSPECT像early

imageは99’nTc－MIBI　600　MBqを静注15分後より360

度回転一ステップ6度で，ステップあたり15秒の

データ収集を行う．Delayed　imageは静注後3時間後

にスキャンする．正常組織の集積はearly　imageでは

耳ド腺，顎卜腺，鼻腔，甲状腺，脈絡叢に強くみら

れた．Delayed　imageでは甲状腺への集積が淡くなっ

ていた．腫瘍組織とのコントラストについては

delayed　imageでは不良となり，腫瘍イメージングと

してearly　imageの有用性が示唆される結果であっ

た．

PCNA（proliferating　cell　nuclear　antigen）による腫瘍増

殖能について検討したので報告する．

　PCNA　Index（％）は，悪性腫瘍で35．0±18．7％と，

良性腫瘍の16．8±12．89。に比較して有意に高値を示

した．

　また，Tlシンチ上，　delayed　scanの集積程度が（＋＋）

と強いものを悪性とすると，sensitivity　90．5％であっ

た．そして，集積程度が強い腫瘍のPCNA　lndexは

39．2±18．5％と，集積程度の弱いものに比較して有意

に高かった．Tl集積が腫瘍増殖能と関連があること

が推測された．

19．99mTc・MAA血流シンチグラフィによる経過観察

　　を行った転移性肝癌の1例
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　症例は64歳，男性．結腸癌の肝転移に対し皮下に

留置したリザーバーより肝動注および門注化学療法

を施行している．リザーバーからの99mTc－MAAによ

る肝動脈および門脈血流シンチにて経過観察を行っ

た．治療当初，腫瘍はCT，血管造影，肝シンチにて

明瞭に検出できていたが，2回目以降のCTと血管造

影，肝シンチでは動注，門注に伴う薬剤性肝障害に

よって，腫瘍の存在が不明瞭となった．しかし，肝

動脈血流シンチでは腫瘍の存在を指摘することがで

きた．血流シンチを複数回施行することによって，

肝内の注入薬剤の分布のみならず，治療効果や薬剤

による肝障害をある程度推測することができた．

21．99mTc・GSAの臨床評価

18．甲状腺腫瘍のタリウム集積とPCNAによる腫瘍

　　増殖能の対比

久米　典彦　　西垣内一哉　　菅　　一能

内迫　博路　　　　　　　　　　（山口大・放）

中西敬　 （済生会下関総合病院）

　われわれは，甲状腺腫瘍31症例（良性腫瘍7例，

悪性腫瘍24例）について，Tlシンチの集積程度と

中西　敏夫　　谷口　金吾　　（広島大・放部）

伊藤　勝陽　　　　　　　　　　　　（同・放）

　肝機能指標として，Tc－GSAの簡単な指標はHHI5，

LHLI5が一般的に用いられている．しかしLHL　I5が

ほぼ同様な値でも肝機能障害の程度が明らかに異な

る症例もあり，これらの症例では肝への集積曲線と

心臓からのクリアランス曲線が異なっていることに

Presented by Medical*Online


	1431
	1432



